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読書メモ
フューチャー・ネーション：国家をアップデートせよ　（株）ニューズピックス
はじめに：
世界中が新型コロナで振り回されている現在、何かそれらに対応できるような考えを書かれた本がないか探していたところ、この本をみつけた。この本は、ビル&メリンダ・ゲイツ財団でいま最も活躍する若き幹部が、膨大な知見を駆使して描いている。ビル・ゲイツは、「人類共通の課題解決のために読んでほしい。本書はアイデアの宝庫だ」と言っている。 
この本の目標は「『グローバル国家』を建設すること。そして「私たちはみな同じ集団の一員であるという神話を生み出すこと」である。そして本書は「どうすれば地球規模の国家を建設できるか」という問いに徹底的に答えようとしている。著者は「今日の地球を生きる70億人すべてを包み込むグローバル国家を私たちは生み出すことができるはずである。」これを「フューチャー・ネーション(未来の国家)」と呼んでいる。
著者：ハッサン・ダムルジ(Hassan Damluji)
ビル&メリンダ・ゲイツ財団副ディレクター。同財団のグローバルポリシー&アドボカシー部門(中東・パキスタン・日本・韓国)を率いる。専門はコーポレートマネジメント、国際開発、教育改革。1982年、ロンドンでイラク人の父親とアイルランド人の母親のもとに生まれる。オックスフォード大学卒業後、ハーバード大学大学院で修士号(中東研究)を取得。マッキンゼー&カンパニーをへて、2013年、ゲイツ財団に参画。
翻訳者：土方奈美(ひじかた・なみ)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本経済新聞記者を経て独立。米国公認会計士資格(CPA)所有。訳書にエリック・シュミット他『HOW GOOGLE WORKS』(日本経済新聞出版社)、ジリアン・テット『サイロ・エフェクト』(文藝春秋)ほか多数。
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第1章 グローバリストとナショナリスト
第2章 誰も排除しない
第3章 ミッションを定め、敵を見きわめる
第4章 国民国家を守る
第5章 移民の自由化にはこだわらない
第6章 勝者のタダ乗りを許さない
第7章 システムを支えるルールを公平に
第8章 フューチャー・ネーションへ
内容と筆者の訴えたいこと：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここの本の中で筆者の訴えたいことは、次の点である。
・全人類が団結するフューチャー・ネーションが必要である。
・これは国民国家の団結力を生かしてこそ実現可能である。
・同時に課税と武力行使と言う問題を解決せよ。
上記の達成のためには次のことを考慮する必要がある。
①なぜフューチャー・ネーションが必要なのか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②フューチャー・ネーションを実現するためにはどうすればよいか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③資本主義は、できたばかりであることを考慮すべきである。
各項目ごとにどのようなことがあるのか(筆者のコメントをもとに)　　　　　　　　　　　①なぜフューチャー・ネーションが必要なのか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆者は本書の冒頭で新型コロナウィルスにおいて、中国の駐英大使が述べたインタビューにおける次のような内容をピックアップしている。「私たちは国際協調を歓迎する。このウィルスは人類共通の敵だと私たちは考えており、世界が人類が、人類社会が力を結集して共通の敵と戦う必要がある。」
つまり我々の敵は他の人ではなく世界的パンデミックや気候変動や、核兵器の脅威、貧困等でありそれらに対して全人類が団結して克服していくことが重要である
国家がどのようにして生まれたのかについては、次のように述べている。　　　　　　　　　　　　　　16世紀頃主権国家として国家と言う概念が生まれた。そこでは絶対王朝であり、国民と国民自身が国民と言うことを考える事はなかった。そのような状況の中でアメリカの独立運動やフランス革命が勃発したことや次第に国家の主権は国王から国民が持つのではないかと言う一体感が芽生えてきた。（要するに国民が主権を持つと言うことである）。そこで国民が国家の主権を持つと言うことで、（それが国民が国家の主権を持つと言うことが憲法に定める定められたことから）今日の国民国家へとつながっていった。著者は、グローバリズムとは一見対極にあるようなナショナリズムの歩みを参照することから考察を始めている。
2 フューチャー・ネーションを実現するためにはどうすればよいか。：　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここで筆者は、今日の国家と言うアイデンティティーを活用していくことで感染症や気候変動核兵器の脅威といった諸問題を人類が解決すべきビジョンを掲げる必要があると指摘している。これは持続可能な開発目標で昨今流行であるSDGsのようなものである。そこで同時に現在のグローバル化した世界において取り組まなければならない2つの問題があると筆者は指摘している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一つ目は「税金の徴収方法が現在国家単位で行われていること」。である。その結果これはタックスヘイブンと言う形で富裕層やGAFAに見られ、国際的に大企業の課税逃れが多発している。もしこれに対して正確に徴税することができれば、世界中で徴税されている税の4%位の税収が見込まれると言う試算が出ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二つ目は「武力行使」については、常任理事国家という制度はおかしいと言っている。武力行使については、グローバルな政府に集約すべき権限として述べている。第二次世界大戦以降常任理事国の座を5か国だけが独占して拒否権を駆使している。常任理事国家と言う制度がおかしい。すべての国に、人口・経済規模・対外援助への貢献度に応じて投票権を与えて採決をすべきだとしている。これはアメリカ、ロシアが中東めぐって戦争を仕掛けるような今日のブロックを抑制するために国家を超えた世界単位で権限を付与していくが重要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3 資本主義は、できたばかりであることを考慮すべきである。　　　　　　　　　　　　　筆者は国家と言うアイデンティティーはフィクションであると言っている。例えばドイツやイタリアが統一国家となりドイツ・イタリア国民として国民としてのアイデンティティーが誕生したのは19世紀後半になってからである。なお世界最大国家であるアメリカは成立してからたった250年しか経っていない。このように比較的歴史が浅いにもかかわらず、ナショナルアイデンティティーといった国家に関する国家に該当する概念ほど人類を団結するのに成功した概念はない。このようにアイデンティティーと言うものがあれば、これを地球上に広げてグローバルアイデンティティーという新しいフィクションを生み出すことができるのではないかというのが筆者の意見である。このように歴史が浅いのにもかかわらず我々は、資本主義下で生活している。資本主義は万能であると言う考え方から脱却することが必要である。
感想：本書を読んでみての疑問点、同意できる点は次のとおりである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
疑問点：
①本書には、「人類の最大の脅威は他の人々ではなく、気候変動やパンデミック、核兵器である」という趣旨の記述がある。これは本書を一貫している思想である。もちろん核兵器は脅威であるが、その脅威の本質は、全体主義国家が核兵器を所有し、その使用を決める権限を民主的正当性のない独裁者が持っていることである。本書の中で著者は、「人類の共通の敵は戦争や核兵器であり、グローバル国家はそれを敵とみなし戦うべきだ」という主張を繰り返している。しかしその戦争や核兵器を使うのはそもそも国家である。気まぐれで核ミサイルを発射する独裁者がいる国や、軍事力を背景に近隣諸国を侵略している全体主義国家が隣接する日本からみると、著者の主張は単なる理想主義者の言葉に聞こえる。しかし本書は同時に、大きな絵を描き、人類が向かうべきビジョンを提唱している点で、とても考えさせられる本だとも思う。
同意できる点：
①まず、「ナショナリズムから学ぶべきだ」という点が非常に面白い。「人類は地球に住む全員を同胞だと考えるようになることができる」と主張している。ナショナリズムによって生じている国家への帰属意識は維持しつつ、グローバル市民という地球に対する帰属意識も同時に生み出すという著者の提言は、とても興味深い。

ただ、そのための手段は少し弱い。たとえば著者は「人類が抱える諸問題を宇宙人のように擬人化し、それらに対し人類が共通に立ち向かうフィクションを作る」というプランを提示している。これは、「このプランは、空想のフィクションであり、差し迫った脅威だとはなかなか思いにくいのでは？」という印象を持つ。そもそも人類の歴史を見ると、現実の敵、現実の脅威がいるときに人間集団はまとまっていることがわかるからである。このように、私自身は本件に関する著者の実行プランは疑問があるが、それでも著者の目標設定自体はとても野心的であり、面白い。

②「移民についての見解」も印象深かった。著者は、仮に移民を国際的に自由化する場合、まず先に国際間の連帯感をもっと醸成する必要があると主張し、性急な移民自由化には反対している。また、難民の中には真の難民と単なる経済移民とがおり、両者はきちんと区別した上で、前者は人道的にも保護しつつ、後者は厳しく管理すべきだとも言っている。著者の言う通り、移民が多いとコミュニティ全体の幸福度を下げる傾向があるし、移民がもたらす社会的な負の影響は長年経っても解消しない場合が多い。十分な準備と対策をせずに移民を受け入れると、害のほうが大きくなる可能性が高いので、性急な移民自由化は控えるべきだという著者の主張は、とても印象深く感じた。ただし、これは本当に難しい問題だと思う。

③「資産税に関する考え方」もとても良いと思った。現状の課税制度は、富裕層や企業が容易に租税回避できるようになっている。税負担の不公平は社会不安を起こす。現代でも、グローバリズムから多大な恩恵を得ているごく一部の超富裕層やGAFAなどのグローバル大企業が租税回避措置に走り続け、本来必要な税負担をしない場合、社会が壊れてしまう可能性は十分にある。そのため著者は、各国が協調して課税制度を整え、富裕層や企業に対する国際的に一律の資産課税を行うことを提案している。具体的には、タックスヘイブン規制や保有資産の透明化などを行い、百万ドル以上の資産に年0.5%の資産税を各国がかけ、その税収を国内向けと海外支援向けに半々で分けるというものである。企業としても、現状のままだと、たとえ自社が租税回避策を取らず正直に税を払いたくても、競合が租税回避戦略をとる場合、自社もやらざるを得ない。上記のようなルールの制定は、企業からみ受け入れ可能なもの思う。ただし、資産データベースの作成が必要になる点など、課題は多いが、このような計画はグローバル資本主義が今後健全に発達するためには必要なことだと思う。
これまでのグローバル国家といえば、米国やヨーロッパを中心としたものでこれが中東やアジア諸国からの反発を招き、国際機関が機能しなくなってきたのが今の状況と思う。トランプ政権はWTOやWHOを明確に批判している。自国の利益の観点から先進国が協調を拒む中、どうして世界は一つになり得るのだろうか。本書の特徴は、そのヒントを国家の誕生に見出すところにある。　たとえばインドのように、多様な民族が一つの国家になった事例は多い。同じように、多様な国家を一つに統合することもできる。ポイントは対等な関係性を持つことにある。すなわち「インドや中国がさらに力をつけることで、西洋諸国は彼らと協調せざるを得ない状況に置かれ、その時にこそ、グローバル国家の実現がかなう」という。著者も認める通り、これはすぐに訪れる世界の話ではない。しかし楽観的な未来も描いておきたいと思わせる。
まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容と筆者の訴えたいこと：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この本の中で筆者の主に訴えたいことは、次の点である。
①全人類が団結するフューチャー・ネーション(未来の国家)が必要である。
②これは国民国家の団結力を生かしてこそ実現可能である。
③同時に課税と武力行使と言う問題の解決が必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人類は昨今の新型コロナの感染問題やその他、環境、貧困格差問題といった様々な問題を同時に発生しておりこれらを1つの国では対処することができないほど複雑化している。持続可能な世界を考える上でこのフューチャー・ネーションと言う概念は参考になると思う。　
　意見交換のテーマ：下記について、自由に意見交換したいと思います（感想含む）。　　　　　　　①フューチャー・ネーション(未来の国家)という考え方(上記のまとめ参照)についてどう思いますか？　また、
②その実現のためにはどうすればよいと思いますか？ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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